
図書館と県民のつどい埼玉 2019 開催 

埼玉の様々な図書館が協力し実施する、県内最大の図書館イベントです！ 
 

 

日 時：令和元年 12 月 15 日（日）午前 10 時 00 分～午後 4 時 00 分 
 
場 所：桶川市民ホール・さいたま文学館 
 
参加費：無料  対象：どなたでも（県外の方ももちろん参加可です） 

※一部のイベントは申込みが必要。事前申込みは 10 月 17 日（木）から開始、先着順 
 

 皆様に図書館や本に興味をもっていただこうと、埼玉県内の市町村立図書館、高校図書館、

大学図書館、県立図書館などが協力し開催するもので、今年で１３回目になります。   

 本好きな方はもちろん、そうでない方も楽しめる様々なイベントを行います。ぜひ、お気軽に

御参加ください。（詳しくはWEBをご覧ください。「図書館と県民のつどい」で検索） 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 『また、桜の国で』で高校生直木賞を受賞された、須賀しのぶさんが地元埼玉で初講演（タイト

ル「本と埼玉と私」）を行います。定員７００名、要事前申し込み、先着順（詳しくは別紙） 

 

 

 予選を勝ち上がった中学生たちによる決勝戦です。観覧者の皆様の投票で優勝者が決まり

ます。ぜひ、ご覧ください。定員２００名、申込み不要、当日受付、先着順（詳しくは別紙） 

 

 

 

 

 令和元年９月２１日 

埼玉県図書館協会 プレスリリース 

【 この件に関する お問い合わせ先 】 

 〒３６０－００１４ 埼玉県熊谷市箱田５－６－１ 埼玉県図書館協会（埼玉県立熊谷図書館内） 月曜休館 

担当者：企画担当 相馬 メールアドレス：k2362911@pref.saitama.lg.jp 

電話：048－５２３－６２９１ ＦＡＸ：０４８－５２３－６４６８ 

 

埼玉県出身作家 須賀しのぶさん 地元埼玉で初公演！ ■ 

熱戦！中学生によるビブリオバトル あなたの投票で優勝者が決まります ■ 

←１ 

撮影・近藤陽介 

↑２ 
↑３ 

１：今年配布チラシ、２：記念講演 須賀しのぶさん写真

（使用時は必ず「撮影・近藤陽介」と記載）、３：スタンプ

ラリーでもらえる缶バッチ例、４：昨年の体験コーナー

の様子、５：昨年のビブリオバトルの様子 

↑４ 

５→ 



１ イベント詳細                                  

 ⑴ 埼玉県出身作家 須賀しのぶさん記念講演 

   時間：午前 10 時 10 分～11 時 40 分 

   事前申込：10 月 17 日（木）～11 月 17 日（日）、先着順 

        インターネットまたは、往復はがきにて申込、定員 700 名 
 

 ⑵  熱戦！中学生によるビブリオバトル 

   時間：午後 2時 00 分～3時 30 分 申込不要、当日受付先着順、定員 200 名 
 
 
 
 
 
 

 ⑶ 県内図書館の様々な展示や体験コーナー 

   時間：午前 10 時 00 分～午後 4時 00 分 申込不要、入退室自由、 
 

 ⑷ オリジナル缶バッチなどをゲット！スタンプラリー 

   時間：午前 10 時 00 分～午後 4時 00 分 申込不要、景品がなくなり次第終了 

   景品は缶バッチの他に協賛企業様のグッズを予定しています。 
 

 ⑸ よもう！つくろう！こどもの本のひろば 

   時間：午前 10 時 00 分～午後 4時 00 分 

   おすすめ本の展示、おはなし会、午後の工作は申込み不要、午前の「ソーラーLED

ランプ工作」のみ事前申込：10 月 17 日（木）～、先着順 

   電話：0480-21-2659、またはメール：lib-jido@pref.saitama.lg.jp（埼玉県立久喜

図書館）にて申込、各回定員 20 名×3回 
 

 ⑹ 講座で学ぶ こども読書活動交流集会 

   時間：午前 10 時 00 分～12 時 00 分、午後 1時 30 分～3時 30 分 

   事前申込：10 月 17 日（木）～11 月 17 日（日）、先着順 

        インターネットまたは、往復はがきにて申込、各回定員 30 名 

 

 

２ 詳細や、申込み先ＷＥＢページ                                         

   http://www.sailib.com/tudoi2019（「図書館と県民のつどい」で検索） 

 

    

   

WEBページQRコード→ 

ビブリオバトルとは、発表者がおすすめの本の魅力を５分で語り、観覧者の投票で

一番読みたくなった本「チャンプ本」を決める、スポーツのような書評会です。 


